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Ⅰ．はじめに 























ざわざ投機家と投資家を明確に使い分けているのである。   
 そもそも投機家と投資家は本質的に何が違うのだろうか。リスクを取りつつ、市場にお
                                            

































マン 2008 参照） 
6 アメリカの経済的な繁栄を背景とした商業・娯楽・消費文化、価値観が、世界中の国、地域に存在した









































                                                                                                                                



















































される。(Bagehot 1983)  
21 Turk et.al (2004)参照。 














Ⅲ．John Law について 











                                            
23 “Money, Credit and Commerce”, 1923 参照。 
24 Law が最も早く閉鎖経済を示す孤島の住人の例を通じて通貨の雇用増大効果を論じた、と述べた（シュ
ンペーター1954  “History of Economic Analysis”参照）後にハイエクも「孤島」を使って投下資本と
生産プロセス完成の資本を区分を論じている。 
25 渡辺(1976)によると 19 世紀頃のブリタニカ百科事典は例えば大砲についての記載ならそれに従えば実
際に大砲が製造できるほど正確、詳細な情報が収載されている、とされており、Law に関する記述は信憑
性が高いと考えられる。 









































                                            
29 ここでいう通貨とは銀正貨、兌換通貨あるいは銀証券、手形など形態を問わず、通貨としての根拠と信
用を具備したものであると考えられる。 












































































































































                                            
37 米国のマネーサプライ（M1+M2）はニクソンショック時（1971 年）には 500 程度しかなかったが、2013







































近年の景気循環論者はハイエクである。ハイエクは 1931 年に LSE で行った講演で、初期投資の段階の資
本が、預金と消費需要に見合ったものでないため、過剰となり、不況が起こるというプロセスを主張した。 
40 1990 年以降の円ドル為替レートとアメリカのダウまたは SP500 との相関にそうした跡が観察できる。 





 イギリスの金本位制度は 1816 年の Coinage Act（コイン法またはリバプール法ともいわ
れる）によって始まったとされる。Redish(1990)によれば、それまで金銀両方が通貨とし
て機能していたが、銀は容易に純度を変えた贋造物ができるため、金だけを通貨として法













張した J.フラートンや J.S.Mill などが該当するとされる。 





本書ともいうべき著作においても、現代にある Social Philosophy とあるように、経済現象
を、人間存在への哲学的洞察44から考察しようとする試みが看取できる。45 
                                            
42 当時の首相の名前から Peel（ピール）銀行条例とも呼ばれる。 















 本稿で J.S.Mill を取り上げる目的は、この「経済学原理」よりもむしろ、先述の 1844 年








































 これは単純に考えれば MV=PT51というフィッシャーの交換方程式において、V と T を一
定と仮定し、M を増やしさえすれば P は上昇するという古典的な貨幣数量説そのものであ
る。なお、マネタリストの主張がフィッシャーの交換方程式によって説明されるものと考








 ここで「通貨問題」の対象となった 1844 年の銀行法の概要を確認しておこう。 



















51 M は通貨供給、V は貨幣の流通速度、P は物価、T は取引額をそれぞれ示すが、前提として、貨幣を用
いる制度慣習があまり変わらない（V が一定）、消費者と生産者の取引関係が安定的（T が一定）、通貨供
給（M）は測定期間中に一度だけ増加する、という状況を仮定する。 
52 これにより、当時 300 程度存在した地方銀行は消滅に向い、イギリス銀行の独占化をもたらした。 
53 当時は要求払い預金を通貨と見なしていなかったと考えられる。 
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Ⅵ．「通貨問題」からみる J.S.Mill の考察 
 以下では、前述の「通貨問題」を元に、Mill の通貨への洞察について考察を行う。 





























56 J.S.Mill は通貨、銀行券以外に預金、小切手、手形などの実例を上げている。 







































62 アメリカの方がはるかにギャンブル的要素の強い市場である、と当時すでに Mill は述べている。 
63 投資者は自分だけは儲けられるという誤謬の下に資金を拠出するから、値段が最高に達した時に、もっ
とも多額の資金が流入しているはずであるという現代の市場にもそのまま当てはまる卓見も記述している。 
64 貿易収支の調整に金が用いられるという発想は D.Hume の正貨流出入機構説（注 14）とも取れるが、
ここでは国内市場の状況から価格が変動し、貿易条件（現代でいう為替レートと考えられる）に影響を与
え、金の流出につながると述べており、金保有量の変動が貿易条件に影響を与えたとは記していない。 





































                                            
68 産業革命が一巡したとされるこの当時にあって、Say(1767-1832)らは「消費は商品を機械によって生産
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